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平良港におけるサンゴの移植状況について

1 2知念直 ・嵩原務仁

平良港湾事務所 整備保全課（〒 沖縄県宮古島市平良字西里 ）
1 906-0012 7-21
平良港湾事務所 整備保全課（〒 沖縄県宮古島市平良字西里 ）

2 906-0012 7-21

、 、 、サンゴ礁は生物生産力の高い場所であり非常に重要な機能であるが 他にも生態系形成機能 環境の浄化

景観形成・親水性、防災等多くの面で重要な役割を果たしている。

しかしながら近年では地球規模の気象の変化等の影響にて減少する傾向も見られていることから 『サン、

ゴの保全・再生』の重要性がより一層高まってきている。

平良港においては、防波堤等の港湾施設の建設予定地に点在するサンゴを採取し、別の場所への移植を行

うなど 『サンゴの保全・再生』に取り組んでいる。本報告においては、平成１６年から行っているサンゴ、

の移植関連について報告する。

キーワード サンゴ、移植、保全・再生

調査の流れ１．

図－１に示すフローに基づき調査を行った。ま

た 『移植元』は防波堤延伸予定地 『移植先』は観、 、

賞ステージとしても最適であるトゥリバー地区の親

水防波堤のマウンド被覆石上に設定した（図－２）

図－１ 調査フロー図
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図－２ 移植元、移植先位置図

２．サンゴ移植

【サンゴ採取】

サンゴ採取ではタガネとハンマーを使用し、サン

ゴへのストレスを小さくするため群体を破損させな

いよう丁寧に採取した（写真－１ 。また、移植先）

にサンゴ捕食生物を持ち込まないよう、サンゴ捕食

生物の付着状況を確認し、付着していた場合には除

去してから採取した。

写真－１ 採取状況

移植元
（防波堤整備予定地）

移植先
（トゥリバー地区）
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【サンゴ運搬】

サンゴの運搬にあたっては、移動中のサンゴへ

のストレスを小さくすることが重要である。また、

平成 年に当事務所において移植・移築サンゴの13
ストレス軽減のための方策を見いだすために 「干、

出耐性実験」を行った結果、ストレス軽減には散水

が有効であることが分かっていることから、採取地

から移植地まで常に海水に浸した状態を保つことと

（写真－２ 、運搬中の海水温の上昇を少なくする）

ため、速やかに運搬を行った。

写真－２ 海水に浸した状況

サンゴ移植】【

サンゴの移植にあたっては、タガネと金ブラシを

用いて被覆ブロック表面の付着生物を掻き落とし、

水中ボンドでサンゴを固定した （写真－３ （図－。 ）

３）

また、留意点（配慮）としては、移植サンゴの安

定性を高めるために被覆石（移植基盤）の隙間や窪

みなどを移植箇所として選定したほか、基盤に対し

早期に活着させるため、生きたポリプを直接基盤に

密着させる部分を設けること及び水中ボンドが完全

に硬化した翌日に固定状況の点検等を行った。

移植は毎年 の区画内に移植していおり、33.5m2
移植箇所や移植直後の写真は図－４、写真－４のと

おり。

写真－３ 水中ボンド接着状況

図－３ 接着イメージ図

 水中ボンド 

図－４ 移植先詳細図

写真－４ 移植前と移植後の状況

  

N 

トゥリバー地区 親水防波堤 

① 

50m 

②  ③ ④ 

移 植 区 間 

①平成 16 年度  ④平成 19 年度 

②平成 17 年度  ⑤平成 20 年度 
③平成 18 年度 

DL-3.0m 

DL-0m 

DL-0.5m 

DL-1.5m 

DL-2.5m 

移植範囲 
被覆石 

⑤  

 



- 3 -

３．モニタリング調査

【調査内容】

主な調査内容としては、以下のとおり。

・浮泥の堆積状況、被度、種類、群体数、群体形、

長径・短径・高さ、サンゴ補食生物とその食痕、白

化の有無等

【調査結果】

次に各年度の移植区全体における総被度の変化

（平成 年度移植区を除く）を示す。20
各移植区とも、移植前の総被度（ ～ 程度）5 15%

にして被度 ～ 程度に相当するサンゴが移植5 15%
されており、移植直後にはそれぞれ 、No.1:15%

、 、 となっている。No.2:8% No.3:18% No.4:20%
平成１６年度移植区では 年目に まで増加1 23%

したものの 年目は移植直後と同程度の約 程2 15%
度まで減少し、以降は横ばいである。

平成１７年度移植区では移植直後の ％から 年8 1
目にかけて まで増加し、その後は同程度の被15%
度で推移している。

平成１８年度移植区では移植直後の 程度で18%
推移しており、 年目では ％の増加に留まって2 19
いる。

平成１９年度移植区では 年目に ％になって1 22
おり、移植直後の から少し増加している。20%

これらのことから、天然のサンゴと移植サンゴの

混在する各年度の移植区全体（各 ）では移33.5m2

植後 ～ 年経過した後も移植直後に比べて総被度1 4
が増加または維持されていることから、移植前に比

べてサンゴの存在による生物生産機能・生物の共存

機能・浄化機能・景観形成機能等は向上しているも

のと考えられる。

平成１６年度移植区

平成１７年度移植区

平成１８年度移植区

平成１９年度移植区

平成１６年度移植（平成１６年撮影）

（４年後経過）

平成１６年度移植（平成２０年撮影）

順調に成長



- 4 -

４．まとめ

5 708 75年間で移植したサンゴの合計は 群体、

25種であった。種類数は、多い順にミドリイシ科（

18 6種 、キクメイシ科（ 種 、オオトゲサンゴ科（） ）

種）と続いており、上位 科で全体の約 ％を占3 65
める。また群体数は、多い順にフトエダミドリイシ

（ 群体 、ハイマツミドリイシ（ 群体 、ハナ48 35） ）

33 10バチミドリイシ（ 群体）と続いており、上位

種のうち 種はミドリイシ科が占めている。8
ミドリイシ科のうち移植群体数の上位 種を含むミ3
ドリイシ属は、自然環境において比較的浅処に生息

しており、水深や光量などの環境条件が移植先と似

ている。そのため移植前後の環境変化によるストレ

スが少ないと考えられる。また、成長速度が速く、

鑑賞ステージにおいて鑑賞性が高いことなどが期待

できる。

防波堤建設予定地のサンゴをトゥリバー地区の親

水防波堤全面に移植することで、失われてしまうサ

ンゴの避難措置と、観賞ステージを同時に実現させ

た事例である。移植対象のマウンドには自然着生し

たサンゴも分布しているものの、移植区間は周囲の

マウンド部より優れた水中景観を呈している。

５．問題点と今後の課題

16 19 1 1 12平成 年から 年度の観察枠（ ｍ× ｍ×

枠）に移植されたサンゴは計 群体であり、移植100
。後 年目までに死滅したサンゴは 群体であった1 21
4死滅サンゴの内訳をみると、ハナヤサイサンゴ科

群体、ミドリイシ科 群体、ハマサンゴ科 群体38 1
2/3であり、ミドリイシ科のミドリイシ属が全体の

以上を占めている。また、比較的死亡率が高い種類

としては、チリメンハナヤサイサンゴ、コエダミド

、 、 、リイシ トゲスギミドリイシ トゲヅツミドリイシ

ハイマツミドリイシの 種類があげられ、移植のス5
トレスに弱く、環境条件への適応が困難な種類の可

能性が考えられる。

今後は移植（採取、固定）が難しい種や、移植スト

レスに弱く生存率が低い種について、より優れた移

植方法を開発する必要がある。

また、移植先のトゥリバー地区は、アクセスの良

さや施設の充実などにおいて鑑賞ステージとしては

平良港の中で最も適した場所の一つと考えられる。

そかしその反面、親水防波堤における釣り人も多い

場所にもなっている。また、立体的な群体形は、釣

り針の根掛かりや釣り糸の絡みをひき起こし易く、

移植先においても被害が確認されている。このよう

な被害は、移植サンゴへの直接的なストレスや物理

的破損を与えるだけではなく、鑑賞ステージとして

の水中景観の劣化にも影響を与えている。今後、親

水防波堤の一部の区間において、釣り等を禁止する

などの対応を検討する必要がある。

①釣り糸が複数のサンゴに絡みついている。

②釣具の一部が付着しており、周辺のポリプは死滅

している。

６．今後の利活用法と取り組み

今後、漲水地区港湾施設の再編整備を行い(旅客

船誘致等)、観光資源及び環境利用学習として活用

を図ることで、この移植の効果・ポテンシャルが最

大限に活かされることが期待される。

（漲水地区の再編整備イメージ）

引き続き移植の実施及びモニタリングを継続し、

更なる移植技術の向上に努め、環境と共生する港湾

施設の整備を図っていきたい。

 

 

 




